1-24-9別紙

NPO日本文化体験交流塾、研究会・サークル等自主活動支援申込書

1　申請者に関すること
	氏名
	河島　泰斗

	アドレス
	t.kawashima@truejapantours.com


以上は、会員情報で公開されます

	電話
	－
	携帯
	090-5653-5765

	住所
	神奈川県伊勢原市1-24-9　リラ伊勢原303号

	申請する活動に関する自己紹介
	同志社大学OBの父親の影響で小学生の時にラグビーと出会い、以降ラグビー観戦歴30年以上（プレー経験は無い）。日本代表とサンウルブズの試合を中心に、トップリーグ、大学ラグビー、高校ラグビーまで幅広く観戦。



	2　申請する活動請する研究会等の名称
	ラグビー同好会（for RWC 2019 in JAPAN）

	実施したい活動内容
	・ラグビーワールドカップ2019年日本大会に向けて、ラグビーの魅力とその伝え方について語り合う。
・日本代表などの試合をスタジアムで観戦することにより、ラグビーへの関心や理解を高める。
・ラグビーワールドカップ2019年日本大会が開催される各都市の観光ガイド、旅行企画などについて研究する。

	参加者の見込み
	・ラグビーは、欧州・オセアニアではメジャースポーツであり、国際経験豊富な当会会員の中にも、ラグビーファンが多く所属すると思われます。
・ラグビーワールドカップ2019年日本大会はインバウンドの一大チャンスであり、通訳案内士の間でも興味・関心の高まりが期待されます。

	日本文化体験交流塾に支援してほしい内容
	・数カ月に1回程度、講義室をお貸しいただければ幸いです。

	参加資格

	・「2019年ラグビーワールドカップ日本大会を盛り上げたい！」という意欲を持つ全ての会員。
・ラグビーの知識や経験は一切問いません。初心者大歓迎です。




会員メールに掲載するメッセージ

	ラグビーワールドカップは、オリンピックとサッカーワールドカップと並んで「世界三大スポーツイベント」の一つに数えられます。前回の第８回イングランド大会では、約200万人が現地で観戦したほか、世界200カ国以上でテレビ放映され、10億人が視聴しました。
この世界有数のメジャーイベントが、いよいよ２年後の2019年に日本にやってきます。ラグビーの本場であるイングランド、フランス、オーストラリア、ニュージーランドなど世界各国から、熱いラグビーファンが大挙して来日します。
日本では、ラグビーといえば、「マイナーで泥臭い体育会系スポーツ」というイメージで捉えられがちですが、海外では全く異なる高いステータスを有しています。例えば、イングランドやオーストラリアでは上流階級のスポーツ、ニュージーランドでは押しも押されもせぬ国民的スポーツです。
したがって、2019年ラグビーワールドカップ日本大会を観戦に訪れる旅行者には、リッチでマナーが良い「上客」が多く含まれます。また、遠方から来日したファンは、数週間滞在して複数の試合を観戦し、合間に観光を楽しみます。そう、ワールドカップはインバウンドの大きなチャンスなのです。
ここで、皆さんの周囲の状況を思い出してください。ワールドカップが日本に来ることを話題にしている人がどれだけいますか？　通訳ガイド仲間でワールドカップに備えてラグビーの勉強をしている人はどれだけいますか？　今のような状態で、世界中から大挙して押し寄せる観客をもてなし、日本を満喫してもらえると思いますか？
個人的には、現在のままでは、2019年という日本ラグビー史上最大のチャンス、そして、インバウンドを通じた日本の活性化のチャンスを、みすみす無駄にしてしまうのではないかと、大きな危機感を抱いています。
[bookmark: _GoBack]今からでも遅くありません。2019年にはるばる日本に観戦に訪れる海外ゲストをおもてなしするため、ラグビーを愛する、又はラグビーに興味がある会員が集まり、プロフェッショナルとして出来ることを考え、勉強し、実行していきませんか？
と、固いことを長々と書いてしまいましたが、まずは楽しくラグビーの魅力を語るところから始めましょう。ラグビーファンはもちろん、ルールも何も知らないけど興味があるという方も大歓迎です。多くの皆様のご賛同、ご参加をお待ちしております。
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